
平成 27年度全国学力・学習状況調査

学習状況調査 (児童生徒質問紙調査)の分析と考察

□児童生徒質問紙調査のまとめ

*調査対象 (七飯町小学校6年生240人 、中学校 3年生生徒240人 )
*質問項目が4択選択肢は前 2鯖定的選用と後 2幡定的選択)各長の合計数字で記入した。

(例 質問 1:している 191人 +ほぼしている31人=225人  ほぼしていない 11人 +していない4人=15人 )

*時間等 (視聴時間や勉強時間等)を間う質問項目は 1位の人数と上位 3の合計人数で示した。

*全国と七飯町の比較 (全国と七飯町の児童生徒数の割合=%)は 下記のように表示した
・全国とほぼ同様    :± 3ポイント未満
・全国よりやや高い (低い):± 3ポイント以上±5ポイント未満

・全国より高い (低い) :± 5ポイント以上±7ポイント未満
・全国より相当高い (低い):± 7ポイント以上
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間 頂 目 小学校児童 (人 ) 比較 中学校生徒 (人 ) Lヒ車交

朝食摂取の有無 225-15 一 225-15
2 定時就寝の有無 177-63 ＼ 170-70 ＼

3 定時起床の有無 210-30 ヽ 229-10
/

4 物事をやりげた成就感の有無 225-15 一 232-8
5 困難への挑戦 178-62 一 174-66 ノ

6 自分のよいところ (自尊意識 ) 171-69 ＼ 175-63
ノ

7 反達に自分の考えや意見の発表が得意 132-108 ノ 136-104
8 話し含いで反達の話を最後まで聞< 226-14 222-18
9 1薔来の夢や目標の有無 201-39 189-51
10 テレビ、ビデオ等の視聴時間 (徐ゲーム) 58～4時間以上

156～ 2時間以上

40～4時間以上

151～ 2時間以上 Ｉ

Ｖ

テレビ・携帯式ゲーム等の使用時間 40～4時間以上

95～ 2時間以上

―

↓

37～4時間以上

107～ 2時間以上

12 携帯・スマホ等の使用時間 (徐<ゲーム) 11～ 4時間以上

31～ 2時間以上

31～ 4時間以上

96～ 2時間以上

13 平日の勉強時間 (徐 <学校の授業時間)) 14～3時間以上

137～ 1時間以上
＼
一

20～ 3時間以上

160～ 1時間以上

14 休日の勉強時間 2～4時間以上

37～ 2時間以上

＼
↓

12～4時間以上

92～ 2時間以上

15 学習塾通塾 1犬況 (含家庭教師) 89～通塾

149～否通塾

―

ヽ
―
′
Ｖ
113-127

―

ヽ
―
′
Ｖ

16 平日の読書時間 (徐 <漫画、雑誌、参考書 ) 8～ 2時間以上

69～ 30分以上

20～ 2時間以上

69～ 30分以上



17 昼休み、放課後、休日図書館利用状況

(徐漫画、雑誌、参考書 )

78～月 に 1回以上

159～ 殆どいかない

ｌ

ψ

42～月に 1回以上

198～殆どいかない

18 親との学校出来事の対話 187-53 190-50 /
19 親の学校行事参加 (運動会・参観日等) 232-8 158-82

|

20 家庭学習計画実施 159-81 ノ 114-126
21 家庭での宿題の取組 222-18

ヽ
210-30

22 家庭での予習の取組 116-124 ノ 73-167
ヽ

23 家庭での復習の取組 177-63
Ａ
Ｔ
Ｉ
119-121

24 学校にい<のは楽しいですか 207-33 191-49
25 学級会で学級のきまりなどを決めますか 198-42 210-30
26 学級全体でやりとげた嬉しさ 208-30 220-16
27 地上或行事への参加 164-74

一
109-1 31

28 地1或・社会の問題や出来事への関lb 157-83 157-83
29 地上或・社会向上への思者 106-134 109-131

30 新間をよんでいるか 59-181 45-194

31 TVやネット、携帯でのニュース視聴 199-41 204-35
32 学校のきまりの順守 220-19

一
228-12

33 人の気持ちが分かる人になりたいか 218-21 226-14
34 いかなる理由でもいじめはいけないか 229-11

一
224-16

35 人役に立つ人間になりたいか 222-18 227-13
36 総合で学んだ事は生活や 1晋来役立つか 205-35 91-49 /
37 総含で自ら課題を立て調べ発表しているか 153-87 153-87 /
38 前年迄、考えを発表する機会があつたか 208-32 205-35
39 前年迄、反達間で話含い活動をよ<したか 202-38 185-54
40 前年迄、課題～:情報～解決～発表の学習活動 163-77 ＼ 157-83
41 前年迄、授業の最初に目標が示されたか 198-42

ヽ
159-81

42 前年迄、授業の最後に振返りが行われたか 169-71
ヽ
121-118

43 前年迄、ノートに目標とまとめを書いたか 203-37 142-97
44 原稿 2,3枚書<ことは難しいか 130-110 / 142-98 /
45 授業で考えの説明や文章イヒは難しいか 132-108 126-113
46 話含い活動で考えの深イじや拡大はできたか 156-84 145-94
47 授業で分らないときどうするか 72～先生 74～反人

52～家族 27～自分

72～先生 66～反人

12～家族 35～自分

48 国語の勉強は好きですか 134-105 ＼ 174-66
49 国語の勉強は大切ですか 221-19 222-18
50 国語の授業内容はよ<わかるか 173-67

―
Ｉ
Ｗ 198-42

51 読書はすきですか 167-73 163-77
52 国語で学んだ事は1晋来役立ちますか 211-29

一
211-29 /

53 国語では,資料を読み～話し～書きをしますか 144-96 ＼ 160-80
Ａ
小
―



54 国語の発表では,話の組立の工夫をしますか 133-107 148-92
55 国語では,自分考えに理由をつけ書きますか 160-80 ヽ 177-63

Ａ
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56 国語では,段落毎に内容を理解し読みますか 186-54 194-46
57 今回、文章で書<問題をどう解答したか 177～書<努力

63～無回笞や諦め
ヽ
　
＼

200～書<努力

38～無回答や諦め

58 算数 (数学:以下省略)の勉強は好きですか 157-83 140-95
59 算数の勉強は大切ですか 220-20 203-37
60 算数の授業内容はよ<分かるか 178-62 ＼ 176-64
61 算数で新しい問題は解いてみたいか (できる) 182-58 227-13 ノ

62 算数で難しい問題に諦めず取り組む 91-49 174-66
63 算数で学んだ事を日常生活で活用するか 153-87 ヽ 107-133 /

64 算数で学んだ事は1晋来役立ちますか 215-25 187-52 /
65 算数の問題をより簡単な解笞法を考えるか 185-55 172-68 ノ

66 算数の公式のわけを理解していますか 189-51 ・170-70
67 算数の解き方や考え方をノートしますか 186-54 ＼ 199-41

68 今回、求め方を書<問題をどう解笞したか 166～書<努力

70～無回笞や諦め

ヽ
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123～書<努力

116～無回笞や諦め

69 理科の勉強は好きですか 202-37 192-48
70 理科の勉強は大切ですか 213-26 198-42

バ
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71 理科の授業内容はよ<分かるか 207-32 185-55
72 自然の中での遊びや自然観察の有無 198-40

＼ 202-38
73 理科で学んだ事を日常生活で活用するか 147-91

１
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74 理科で学んだ事は1晋来役立ちますか 175-63 154-85
75 1晋来理科や科学技術の職業に就きたいか 72-166 52-186
76 理科で自分の考えの説明や発表をするか 125-111 109-129
77 理科で、理科室での観察や実験の回数 205-31

ヽ
176-63

78 観察や実験を行うのは好きですか 215-21 201-38 ノ

79 予想を立て観察や実験の計画を立てるか 176-60 148-90 /
80 観察や実験の結果から考察をしますか 188-48 163-75
81 観察や実験の進め方や考え方の振り返り 157-78 149-88
82 今回、文章で書<問題をどう解笞したか 169～書<努力

65～無回笞や諦め
＼
＼

154～書<努力

84～無回笞や諦め

83 解答時間は十分か (国語A) 192-44
ヽ 219-1 8 ヽ

84 解答時間は十分か (国語 B) 137-99 215-22 ノ

85 解笞時間は十分か (算数A) 193-43 220-17 →

86 解答時間は十分か (算数 B) 117-1 19 1976-40 /
87 解答時間は十分か (理科 ) 179-57 ＼ 209-28

+項目

23

一項目

64

+項目 ″ 一項目

中学校  57   30小学校



□児童生徒質問紙調査の傾向について (全国との比較 )

○本調査は 11分類 87項 目 【① 学習に対する関心・意欲・態度に41の質問 :(以

降数字は質問数)② 学習状況や指導状況 :12 ③学習時間や学習習慣 :10 ④
学校生活 :3 ⑤基本的生活習慣 :6 ⑥家庭でのコミュニケーション :2 ⑦地域
とのかかわり :l ③社会に対する興味 0関心 :4 ⑨将来に対する意識 :l ⑩自
尊意識 :3 ⑪規範意識 :4)】 の質問で構成されています。
〇小学校は 87項目中23:64で マイナスポイントの項目が多い。中学校は 57:3
0でプラスポイントの項目が多い。

○学習に対する関心 0意欲・態度

・小学校は国語・算数・理科・総合が好きか、大切か、将来役に立つかなど関心や意

欲は全国とほぼ同様であるが、授業内容の理解やより学習を深めたり自分の力にす

る取り組みなど、態度の面では相当低い項目も多い。

・中学校は国語・数学・理科・総合のほとんどの項目でプラスポイントで、特に国語

と理科は関心・意欲・態度とも相当高い項目も多い。

○学習状況や指導状況

・小学校は自分の考えや意見を発表することは得意、分からない事を聞くことのポイ

ントは高いが、感想文や説明文など文章化するポイントは低い。授業の目標提示、

振り返り、ノー トのまとめ等の指導状況のポイントは低い。

・中学校は自分の考えや意見を発表することは得意のポイントは相当高いが、感想文

や説明文など文章化するポイントは相当低い。授業の目標提示、振り返り、ノー ト

のまとめ等の指導状況のポイントは相当低い。

○学習時間や学習習慣

・小学校は土日の学習時間や平日の読書時間のポイントは相当低い。学習塾に通うポ

イントは相当低い。予習や復習の取り組みのポイントは高く、特に復習は相当高い。

・中学校は土日の学習時間や平日の読書時間のポイントはやや低い。学習塾に通うポ

イントは相当低い予習や復習の取り組みのポイントはやや低い。

○学校生活

0小学校、中学校とも学校は楽しいのポイントは全国とほぼ同様である。

・中学校では学級のきまりを決めることや皆で協力してやりとげた喜びのポイントは

相当高い。

○基本的生活習慣

・小学校は定時就寝、定時起床のポイントがやや低い。テレビ等の視聴時間・ゲーム

の使用時間 0メ ール、ネットの使用時間のポイントはやや高いから相当高い範囲に

有り、特にゲーム使用のポイントは相当高い。

・中学校は定時就寝のポイントがやや低い。テレビ等の視聴時間・ゲームの使用時間

メール、ネットの使用時間のポイントはいずれも相当高い。

○家庭でのコミュニケーション

・中学校は参観日や学校行事の参加のポイントが相当低い



○社会に対する興味・関心

・中学校は地域社会の出来事や問題に対する関心、地域社会をよくするために何をす

べきかのポイントが相当高い。

○将来に関する意識

・中学校は将来の夢や目標を持つポイントが相当高い。

○自尊意識 (や りとげた喜びの経験・困難に挑戦・自分のよさ)

・小学校は自分のよさのポイントが低い。中学校は 3項 目ともプラスポイントで、特

に自分のよさのポイントは相当高い。

○規範意識

・小学校、中学校とも全国と同様である。



□児童生徒質問紙調査結果から読み取れる課題

1 質問項目の分類
①学習に対する関lb・ 意欲・態度

○国語 (48049050052● 53● 54055056057083● 84)

○算数 0数学 (58059060061● 62063064065066067068● 85086)

○理科 (69070071● 72073074075076● 77078● 79080081082● 87)

○総合的な学習 (36037)

②学習及び指導の状況

○学習状況=言語活動 (708038039● 40044● 45046047)

○指導状況 (41042043)

③学習習l目や時間 (13014015016017● 20021022023051)

④学校生活 (24● 25● 26)

⑤基本的生活習慣 (10203010● 11012)

⑥家庭でのコミュニケーシ∃ン (18● 19)

⑦地上或との関わり (27)

③社会に対する興味 0関 lb(28029030031)

⑨l晋来に対する意識 (9)

⑩自尊意識 (4● 5● 6)

①規範意識 (32● 33● 34● 35)

2 全体的な傾向 (全国との比較)

(1)小学校・中学校とも全国より高い項目が大幅に増えた。その傾向は中学校
で著しい。

(2)前年に比べ、相当高い (+7ポイント以上)0高い (+5ポイン ト以上 )
項目が小学校では 2項目、中学校では24項目増えた。逆に、相当低い (一
7ポイント以上)0低い (-5ポイント以上)項目は、小学校で 16項目、
中学校で 17項目減つた。
(3)小学校・中学校とも相当低い項目は、それぞれ9と 10項目あり、当町の
児童生徒の抱える大きな課題である。その中から学力向上や生活向上と特

に関連の深い項目を重点と設定し、各機関毎に解決の方策を検討する必要

がある。

相当高い 高    い やや高い 同 様 やや低い イ壁 い 相当低い 全  体

小学校 3 47 13 13 9 87

中学校 21 7 9 34 5 10 87



3 質問紙から判断した課題 (全国に比べ相当低い項目)

(1)小学校
1 回笞時間は十分か (算 B)
2 回笞時間は十分か (国 B)
3 国語の授業の内容はよ<分かるか
4 テレビ・携帯式ゲーム等の使用時間
4 学習塾通塾状況 (含家庭教師)
6 休日の勉強時間
7 平日の読書時間 (除 <漫画や雑誌等 )
8 休み時間や体日の図書館へ通う回数
9 理科で学んだ事を生活への活用

質問番号

86
84
50
11
15
14
16
17
73

全国との差

-15.〇 %
-10.5%
-9.9%
-9。 4%
-9。 4%
-9.1%
-9。 〇%
-8。 1%
-8.〇%

(2)中学校
1 親の学校行事参加 (運動会・参加日等)    19-17。 6%
2 前年迄のノー トに、目標やまとめが記されたか 43-14.5%
3 前年迄、授業の最初に目標が示されたか    41 -13。 5%
4 自分の考えを他に説明したり文章化できるか  45-11。 9%
5 理科室での実験や観察の回数         77-10.5%
6 前年迄、最後に振り返りが行われたか     42 -8。 9%
7 平日のメールやネットの使用時間       12 -8。 7%
8 平日のテレビ・携帯式ゲーム等の使用時間   11  -8。 3%
9 学習塾通塾状況 (含家庭教師)        15 -892%
10 テレビ・ビデオ等の視聴時間 (除 <ゲーム)  10 -7.3%


